
ty
ぷ.384

:｡ﾉ/‘"/~･
訟･い｡

一
一
　
一

みj刄’3゛ど已

こ、

“火事ですか

　救急ですか｡

町を守って20年

ｈ

苓

　石橋地区消防組合壬生分署が昭和45年、上新町に

開設されて以来20年が経過しました。

　現在、伊沢正但書長の下、20名の署員が24時間体

制で、町民の生命・財産・身体を守るため安塚分遣

所と一体となって万全を期しています。

　昨年は、本町内で火災19回、救急524回の出勤が

あり、この日も病院からの要請を受け、３名の救急

隊員が出動していきました。「最も緊張するのは現

場に向っている時」だそうで、指令があると「１分

以内に出動します」と、力強く答えてく打ました。

　同署では、このほか建物の防火設備検査や防災調

査､消防団員の指導など幅広い業務を行っています。

∧発行壬生町役場　編集総務部企画財政課毎月15日発行尚平321-02栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号き0282ﾆ卵-12聊ツ吼,………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂%　　　　　　　　　　　　　　　心←
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緑と太陽と空間を生ｶヽした町づくり
平成３年度の一般会計当初予算82億7,500万円

平成３年度の町予算が、３月の定例町議会で可決されましたので、

　その概要をお知らせします。

　　平成３年度は依然として厳しい財政状況の中で、経費の節減・合

　　　理化を推進し、財政の健全化・住民福祉の向上に努め「緑と太陽

　　　　と空間を生かした町づくり」を目指し、予算を編成しました。

　　　　　一般会計の当初予算は総額82億7､500万円で、前年度に比べ６億

　　　　　　8､800万円（9.1％）の増となりました。

　　　　　　　これからの１年間、この予算をもとに各種の施策、事業を実施し

　　　　　　　　ていきますので、町民の皆様のご理解とご協力をお願いします｡、

グラフで見る歳入歳出予算（一般会計）構成ヽ

円
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０
　
　
０
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９

(歳出科目別内訳)

一般会計予算の推移

62 63
－
冗

２

　3.1％

練入金

　3.2％

(歳入財源内訳)

(歳出一性質別内訳)
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２階建ての壬生小体育館・フール

喩必回塵宛副印l嬉嬉圖順)娶囲

(Ｓ年度一般会計予算を昭の人□・世帯数で割った場合)

平成Ｓ年３月１日現在人□39,653人世帯数11,594世帯

弱圖白田

会　　計　　名 予　　算　　額 前年比

国民健康保険 17億4,581万4千円 8.1％

公共下水道事業 17億7,677万　円 44.8％

奨　学　頁　金 186万6千円 17.3％

老人保健事業 14億4,838万　円 8.7％

血臼白田

水　道　事　業 予　算　額 前年比

　　収　入・（

　　支　出

4億3,784万5千円 1.8％

4億2,964万4千円 6.6％

姦才に
1億1,343万　円 73.4％

3億9,863万9千円 112.2％

※収支の不足額については、当年度分損益勘定留

　保資金及び建設改良積立金で補てんします。

‐
‐
－
－
‐
－
‐

　　　　　　　　　　　(1万円未満は切り捨て)

明日をつくる基礎的条件の整備一一

ｏ総合公園基本計画作成・運動公園測量設計等，

　　　　　　　　　　　　　　　　3,285万円｜

　ｏ聖地公園整備事業

　ｃ壬生北部土地区画整理事業

O⊃道路整備事業（44路線）

　1億　340万円

　　9,005万円

11億9,372万円

　創造性に富む心豊かな人づくり‥

ｏ藤井小・羽生田小フール建設及び安塚小外構，

　工事　　　　　　　　　　　　2億5,574万円

ｏ壬生中第２体育館建設事業　　2億1,315万円

ｏ中央公民館駐車場用地取得及び整備事業

　　　　　　　　　　　　　　　　5,959万円ｉ

ｏ英語指導助手招致（２名）　　　1,096万円

ｏ国際交流事業（海外行政視察補助）750万円

　　安全で快適な生活環境づくり

ｏ環境水質調査（地下水定点モニタリング実施）

　　　　　　　　　　　　　　　　　808万円

ｏ合併浄化槽設置補助　　　　　　1,029万円

ｏごみ減量化事業　　　　　　　　　　570万円

ｏ下水道管渠及びポンフ楊築造工事5億1,800万円

ｏ下水道北部処理場水処理施設整備事業

　　　　　　　　　　　　　　　6億4,50【】万円

ｏ水道配水管布設及び電気計装等整備事業

　　　　　　　　　　　　　　　3億2,063万円，

………生きがいある社会福祉の充実一

〇デイサービス事業　　　　　　　　1,697万円

ｏホームヘルパー(家庭奉仕員)派遣1,472万円

ｏねたきり老人等紙おむつ給付　　　378万円

ｏ地域福祉基金創設　　　　　　　5,000万円・

………　活力ある地域産業の振興　　……

ｏ県単及び昭単独前進整備事業　1億1,218万円

ｏ県営基幹排水対策特別事業及び圃場整備事業5

　　　　　　　　　　　　　　　8,926万円

ｏ商工会街路灯設置補助　　　　　1,750万円

ｏおもちや博物館用地取得等事業　　3億331万円

/

　　ｊ

Ｊ

平成３年度の主な事業等
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負担金69,420円は20回に分割する
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町
で
は
、
快
適
で
清
潔
な
環
境
を
作
る
た
め
に
、
下
水
道

の
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
下
水
道
整
備
に
伴
う
、
「
受
益
者
負
担
金
制
度
Ｌ
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第１期 第２期 第３期 第４期 年　額
初年度 3,720円 3,500円 3,500円 3,500円 14,220円
２年度 3,600 3,400 3,400 3,400 13,800
３年度 3,600 3,400 3,400 3,400 13,800
４年度 3,600 3,400 3,400 3,400 13,800
５年度 3,600 3,400 3,400 3,400 13,800
平成３年度　※納　期　第1期　６月１日　から　フ月１日

日
日
日

から　８月31８月１日

10月１日 3
1
3
1

月
月
１
０
１

　
ら
ら
か
か
日
　
１
日
月
１
１
月
年
１
０
翌

期
期
期

１
２
３
４

落
第
第
第

く納期前（一括）納付報奨金交付率表〉

納期前に納付した納期数 １ ２ ３ ４ ５ ６ フ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 14 １５ １６ １７ １８ １９

報奨金交付率（％） ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 11 １２ １３ 14 １５ １６ １７ １８ １９ 20

受
益
者
負
担
金
制
度

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
汚
水

の
排
除
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
周

辺
の
生
活
環
境
も
改
善
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
下
水
道
の
な
い
地
域

に
比
べ
て
士
他
の
利
用
価
値
が
上
が

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
下
水
道
の
事

業
費
は
、
主
に
国
や
町
な
ど
の
公
費

　
（
税
金
な
ど
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
下
水
道
の
便
益
を
受
け

る
の
は
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域

の
人
々
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
下
水
道
事
業
を
公
費

で
全
部
ま
か
な
う
こ
と
は
、
下
水
道

を
利
用
で
き
な
い
地
域
の
人
に
ま
で

負
担
を
か
け
、
不
公
平
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る

区
域
の
方
に
、
下
水
道
建
設
費
の
一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る

へ､_、

の
が
受
益
者
負
担
金
制
度
で
す
。

受
益
者
と
は

　
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
受
益
者
と
は
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
る
地
域
内
の
土
地
所
有
者
を
い
い

ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
土
地
に
地
上

権
、
質
権
、
使
用
賃
借
、
賃
貸
借
な

ど
に
よ
る
権
利
が
定
め
ら
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
の
土
地
の
権
利
者
が

受
益
者
と
な
り
ま
す
。

　この場合は

[頼庸殖コ

Ａの土地

Ｂが家を建て

Ｃに貸している

　
そ
こ
で
、
受
益
各
員
担
金
は
下
水

道
の
整
備
状
況
に
合
わ
せ
、
賦
謀
徴

収
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
賦
課
徴
収
す
る
区
域
を
「
賦
課
対

駆
区
域
」
と
い
い
、
毎
年
度
初
め
に

告
示
し
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

負
担
金
の

　
　
額
・
納
付
方
法

Ｏ
負
化
合
は
、
土
地
Ｉ
1
2
当
た
り
、

　
３
０
０
円
で
す
。

○
負
担
金
は
５
年
分
割
の
年
４
期
、

　
計
２
０
回
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｏ
納
付
方
法
は
年
度
ご
と
に
納
付
書

　
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
よ

　
り
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

負
担
金
算
出
例

　
C
x
jC
¥
3
￥
‐
￥
O
ブ
７
０
坪
の
土
地
）

の
場
合
に
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
呈
地
の
㈲
積
）

２
３
１
・
４
０
心
可
３
０
０
円

負
担
金
の
賦
課
区
域
　
り
。
ニ
ド
ド
ド
サ
）

　
受
益
者
負
担
金
は
、
ド
水
道
が
整

備
計
画
さ
れ
て
い
る
区
域
の
土
地
す

べ
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し

こ
の
計
画
区
域
す
べ
て
が
整
備
さ
れ

る
に
は
相
当
長
い
期
間
か
か
り
ま
す
。

　
一
括
納
付
報
奨
金

　
受
益
者
負
担
金
は
、
分
割
納
付
に

よ
ら
な
い
で
、
ま
と
め
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
括
納
付
し
ま

ぐ

す
と
、
納
期
敷
に
よ
り
最
高
２
０
％
の

範
囲
内
で
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
負
担
金
の
減
免

　
及
び
徴
収
猶
予

　
〈
負
担
金
を
免
除
す
る
例
〉

○
国
、
地
方
公
共
団
体
（
県
・
市
町

村
）
が
、
公
共
の
用
に
供
し
、
ま
た

は
予
定
し
て
い
る
土
地
（
道
路
・
公

園
・
広
場
・
河
川
敷
地
等
）

○
一
般
公
衆
の
用
に
供
し
て
い
る
私

道○
墓
地
・
納
骨
堂
の
敷
地

　
〈
負
担
金
を
減
免
す
る
例
（
減
免
率
）
〉

○
岡
地
方
公
共
団
体
が
公
用
に
供

し
て
い
る
土
地
（
２
５
～
７
５
言

○
社
会
福
祉
施
設
用
地
（
７
５
％
）

○
公
民
館
敷
地
、
神
社
境
内
地
元
％
）

　
〈
負
担
金
徴
収
を
猶
予
す
る
例
〉

○
現
況
が
田
、
畑
、
山
林
、
原
野
、

雑
極
地
（
宅
地
二
部
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
除
く
）
で
あ
る
土
地

○
災
害
な
ど
に
よ
り
損
害
を
受
け
、

負
担
金
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
場
合

○
生
活
困
窮
の
た
め
町
民
税
・
固
定

資
産
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合

※
く
わ
し
く
は
、
下
水
道
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
（
｀
一
朗
１
２
３
５
）
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食事と健康耕
き
ち
ん
と
朝
食
を

ヽ
こ
り
ヽ
ま
し
よ
ヽ
フ

　
朝
食
を
と
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ

り
ま
す
。
も
し
、
朝
食
を
と
ら
な
け

れ
ば
、
前
日
の
晩
か
ら
昼
ま
で
1
6
～

1
8
時
間
も
の
長
い
聞
、
体
内
に
栄
養
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　　　　　　　　　　　　朝食と成績との関係

ﾌﾞ

197&旱

1979年

涵数

一
　
作
　
丿
　
一

7S年106名について)。
自治医科大学の香川靖雄教授の調査（197&年102名、

　
　
　
　
　
　
　
　
一

が
補
給
さ
れ
ず
飢
餓
状
態
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
お
な
か
が
す
く
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
。
脳
も
体
も
ガ
ス
欠

状
態
と
な
り
、
血
糖
値
も
低
下
し
ま

す
。
す
る
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
集
中

力
が
な
い
、
気
分
が
悪
い
、
元
気
が

で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
。
当
然
、
上
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

成
績
に
も
影
響
し
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
の
か
ら
だ
が
予
不
ル
ギ
ー

を
出
す
に
は
、
酸
素
が
必
要
で
す
。

あ
る
実
験
に
よ
る
と
、
朝
食
を
抜
い

た
と
き
の
酸
素
消
費
量
は
、
朝
食
を

食
べ
た
と
き
と
比
べ
８
７
％
に
滅
っ
て

し
ま
い
、
体
温
も
な
か
な
か
上
が
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
体
温
を
ｙ
く
上
げ
て
、

元
気
を
出
す
の
に
一
番
よ
い
栄
養
素

は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
タ
ン
パ

ク
質
で
す
。
で
も
、
タ
ン
パ
ク
質
だ

け
で
は
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　
一
般
的
な
日
本
人
の
朝
食
は
、
ご

飯
を
主
食
に
、
卵
や
袖
無
な
ど
の
タ

ン
パ
ク
質
と
野
菜
や
果
物
か
ら
ビ
タ

ミ
ン
類
、
そ
し
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

吸
収
の
良
い
牛
乳
か
ら
と
い
う
ス
タ

イ
ル
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
結

局
の
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
す
る
こ
と
が
大
切
な
わ
け
で
す
。

　
先
日
、
４
歳
～
５
歳
児
を
対
象
と

し
て
食
事
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

朝
食
に
ド
ー
ナ
ツ
や
ケ
ー
キ
な
ど
の

「
お
菓
子
」
を
食
べ
た
子
も
い
ま
し

た
。
何
も
食
べ
な
い
よ
り
は
い
い
と

思
い
ま
す
が
、
感
心
で
き
ま
せ
ん
。

食
事
は
な
る
べ
く
質
の
良
い
も
の
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。
と
り
わ
け
朝
は
、

家
族
み
ん
な
が
時
間
に
お
わ
れ
忙
し

い
も
の
で
す
が
、
朝
食
は
き
ち
ん
と

と
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
「
お
得
さ
ん
が
寝
坊
し
て
つ

く
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
か
あ
る
の
で
、

早
く
起
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
に
は
少
し

耳
の
痛
い
こ
と
で
す
が
、
子
供
の
健

康
を
考
え
て
朝
食
づ
く
り
に
粘
を
出

し
た
い
も
の
で
す
。

☆
食
物
と
栄
養
に
つ
い
て
、
「
こ
ん
な

　
こ
と
を
知
り
た
い
ｒ
・
」
と
い
う
こ

　
と
が
あ
る
方
は
、
福
祉
課
栄
養
士

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ｊ＾
ス
ポ
ー
ツ

な
り
＠

①
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

　
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
は
、
南
ア
メ
リ
カ

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
と
う
も
ろ
こ
し
の

葉
を
東
ね
て
打
ち
合
っ
て
い
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

　
于
ら
な
白
い
ボ
ー
ル
に
赤
い
羽
根

を
千
本
さ
し
た
形
で
、
ち
ょ
う
ど
羽

根
つ
き
の
羽
根
を
大
き
く
し
た
よ
う

な
用
具
を
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と
呼
び
ま

す
。
大
き
さ
は
、
全
長
約
２
５
ｍ
、
重

家
庭
奉
仕
員
の
募
集

　
壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ね
た
き
り
老
人
な
ど
の
ロ
常
生
活
を

お
世
話
す
る
家
庭
奉
仕
貝
を
次
万
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
良
介
１
名

　
言
１
通
記
入
の
う
え
、
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

採
用
試
験
　
５
月
８
日
米
）

試
験
内
容
　
一
般
教
養
問
題
、
作
文

　
面
接

資
　
　
格
　
昭
和
２
６
年
３
月
３
１
日
以
　
　
待
　
　
遇
　
国
の
家
庭
奉
仕
員
設
置

　
降
に
生
ま
れ
た
万
で
、
原
付
二
輪

　
車
免
昨
証
以
上
の
取
得
者

受
付
期
問
　
４
月
２
０
壁
土
丁
５
月

　
２
日
米
）
．
履
歴
書
（
市
販
万
も

　
基
準
額
を
基
に
給
与
が
支
給
さ
れ

　
諸
手
当
は
町
職
員
に
準
じ
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
壬
生
町
社
会

　
福
祉
協
議
会
（
讐
一
｛
ら
Ｊ
［
０
８
８
］

さ
約
５
０
ｇ
で
、
打
つ
部
分
に
は
ス
ポ

ン
ジ
が
入
っ
て
い
て
突
き
指
な
ど
の

ケ
ガ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ゲ
ー
ム
は
、
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
ル
ー
ル
を
お
よ
そ
準
用
し
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
を
使
用
し
ま

す
。
Ｉ
チ
ー
ム
４
人
で
行
い
、
３
回

以
内
で
相
手
コ
ー
ト
に
打
ち
返
し
ま

す
。
素
手
で
打
ち
合
い
ま
す
が
、
赤

い
羽
根
が
ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑

え
ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も
す
ぐ
に

ゲ
ー
ム
が
楽
し
め
ま
す
。

　
用
具
は
、
町
総
合
運
動
場
の
体
育

館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
社

会
体
育
課
（
�
賠
２
り
り
４
ｒ
Ｄ
）
　
へ
。
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課
長
級

▽
福
祉
課
長
兼
児
童
館
長
（
住
民
課

号
橋
本
　
守
　
▽
社
公
教
育
課
長

（
福
祉
課
長
兼
児
童
館
長
）
若
井
　
弘

▽
水
道
課
長
（
教
務
課
長
）
東
川
俊

夫
▽
住
民
課
長
（
水
道
課
長
）
荒
川

完
訳
▽
教
務
課
長
（
教
務
課
主
幹
）

○
粂
川
底
正
▽
社
会
体
育
課
主
幹
＝

郡
民
体
育
祭
・
町
民
体
育
祭
担
当
石

祉
課
主
幹
＝
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
長
）
田
村
光
宏
▽
教
務
課
主
幹
（
水

道
課
主
幹
）
太
田
芳
明
▽
建
設
課
主

幹
＝
工
事
監
理
検
査
担
当
（
税
務
課

主
幹
）
東
川
邦
夫
▽
企
画
財
政
課
主

幹
兼
財
政
係
長
（
総
務
課
長
補
佐
兼

庶
務
人
事
係
長
）
○
渡
辺
長
二
▽
総

務
課
主
幹
兼
庶
務
人
事
係
長
（
企
画

財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
○
山

川
　
進
▽
建
設
課
主
幹
兼
管
理
係
長

（
同
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
）
○
森

田
純
市
▽
総
務
課
主
幹
（
同
課
長
補

佐
）
○
人
見
治
男
▽
住
民
課
主
幹
兼

管
理
係
長
（
同
課
長
補
佐
兼
管
理
係

長
）
○
稲
見
弘
子
▽
福
祉
課
主
幹
兼

第
一
保
育
所
長
（
同
課
長
補
佐
兼
第
一

保
育
所
長
）
○
山
室
揚
子
▽
福
祉
課

主
幹
＝
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
同

平
成
３
年
４
月
１
日
付

○
印
は
昇
任
（
　
）
は
旧

課
長
補
佐
―
同
派
遣
）
○
竹
内
町
子

▽
企
画
財
政
課
主
幹
兼
同
和
対
策
係

長
（
同
課
長
補
佐
兼
同
和
対
策
係
長
）

○
鈴
木
　
孝
▽
税
務
課
主
幹
兼
庶
務

徴
収
係
長
（
同
課
長
補
佐
兼
庶
務
徴

収
係
長
）
○
田
村
　
住
▽
農
務
課
主

幹
兼
振
興
係
長
（
同
課
長
補
佐
兼
振

興
係
長
）
○
橋
本
良
計
▽
福
祉
課
主

幹
兼
児
童
福
祉
係
長
（
同
課
長
補
佐

兼
児
童
福
祉
係
長
）
○
森
田
益
夫
▽

総
務
課
主
幹
兼
管
財
係
長
（
同
課
長

補
佐
兼
管
財
係
長
）
○
佐
藤
和
明

　
　
課
長
補
佐
級

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼
農

業
振
興
係
長
・
農
地
調
整
係
長
（
商

工
観
光
課
長
補
佐
兼
統
計
係
長
）
木

野
内
友
明
▽
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼

統
計
係
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

業
振
興
係
長
・
農
地
調
整
係
亘
○

伊
藤
幸
男
▽
社
会
体
育
課
長
補
佐
兼

社
会
体
育
係
長
（
同
社
会
体
育
係
長
）

○
坂
田
和
男
▽
福
祉
課
長
補
佐
兼
医

療
福
祉
係
長
（
同
医
療
福
祉
係
長
）

○
荒
川
　
勇
▽
住
民
課
長
補
佐
兼
稲

葉
出
張
所
長
（
同
稲
葉
出
張
所
長
）

○
若
林
房
司
▽
水
道
課
長
補
佐
兼
工

務
係
長
（
同
工
務
係
長
）
○
板
橋

心

誠
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
用
地
係
長

　
長
用
地
係
長
）
○
抄
本
良
男
▽
都

市
計
画
課
長
補
佐
兼
管
理
指
導
係
長

　
（
同
管
理
指
導
係
長
）
○
田
中
正
雄

▽
教
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
同

庶
務
係
長
）
○
松
本
辰
夫
▽
下
水
道

課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
（
同
工
務
係

言
○
橋
本
俊
夫
▽
農
務
課
長
補
佐

兼
土
地
改
良
係
長
（
同
土
地
改
良
俗

言
ｏ
寺
内
光
男

　
係
　
長
　
級

▽
建
設
課
土
木
係
長
（
同
管
理
係
長
）

中
村
誠
一
▽
農
務
課
農
政
係
長
］
保

健
課
保
険
係
長
）
小
久
保
　
誠
▽
保

健
課
保
険
係
長
（
農
務
課
農
政
係
亘

関
口
和
義
▽
第
二
保
育
所
長
（
第
五

保
育
所
長
）
吼
Ｔ
良
子
▽
第
五
保
育

所
長
（
第
四
保
育
所
主
査
）
○
岡
田

基
子
▽
都
市
計
画
課
圭
査
＝
栃
木
県

都
市
施
設
課
派
遣
（
農
務
課
主
査
）

高
山
詞
男
▽
水
道
課
主
査
（
総
務
課

主
査
）
戸
崎
益
義
▽
農
務
課
主
査
（
企

画
財
政
課
主
点
）
越
路
正
一
▽
企
画

財
政
課
上
衣
（
税
務
課
主
査
）
高
山

郁
夫
▽
農
務
課
圭
介
税
務
課
主
査
）

若
林
俊
彦
▽
住
鋭
峰
主
査
（
税
務
課

主
査
）
臼
井
浩
一
▽
建
設
課
主
査
（
福

祉
課
主
査
）
黒
須
さ
わ
子
▽
第
三
保

育
所
生
査
（
第
二
保
育
所
主
査
）
佐

藤
啓
子
▽
第
四
保
育
所
生
霊
（
第
三

堡
目
所
生
査
）
半
田
律
子
▽
総
務
課

主
査
（
建
設
課
吉
言
神
良
和
雄
▽

社
会
体
育
課
主
査
（
建
設
課
主
査
）

戸
室
佐
代
子
▽
税
務
課
主
査
（
都
市

計
画
課
主
点
）
林
　
光
一
▽
建
設
課

主
査
（
都
心
計
画
課
主
査
＝
栃
木
県

県
央
地
核
開
発
事
楽
団
派
遣
）
小
林

秀
夫
▽
福
祉
課
半
平
出
納
座
主
査
）

杉
野
仲
拾
▽
都
市
計
画
課
主
査
玉

道
課
生
査
）
所
　
和
保
▽
保
健
課
主

査
（
同
課
主
事
）
○
大
柿
悦
子

　
主
任
・
主
事
等

▽
都
心
計
画
課
主
任
―
栃
木
県
県
央

地
域
開
発
訴
業
団
派
遣
（
農
務
課
主

事
）
○
大
垣
成
仙
▽
住
民
課
稲
葉
出

張
所
主
任
（
住
民
課
主
事
）
○
後
藤

文
恵
▽
水
道
彦
主
任
（
保
建
課
主
事
）

○
高
山
　
浩
▽
税
務
課
主
任
（
社
会

体
育
課
上
訴
）
○
赤
羽
根
和
男
▽
第

一
保
育
所
主
任
（
同
保
ほ
）
○
神
永

久
子
▽
第
二
保
台
所
主
任
（
同
保
母
）

○
竹
内
敬
子
▽
第
二
保
育
所
主
任
（
同

保
は
）
○
遠
藤
八
重
子
▽
第
四
保
育

所
主
任
（
同
保
母
）
○
須
佐
陽
子

▽
企
．
画
財
政
課
主
任
（
同
主
事
）
○

加
藤
真
由
美
▽
保
健
課
主
任
（
同
保

健
婦
）
○
福
田
ミ
ツ
子
▽
住
民
課
主

任
（
同
主
事
）
○
神
水
幸
子
▽
議
会

事
務
局
主
任
（
伺
主
事
）
○
神
水
春

美
▽
税
務
課
主
任
（
同
主
事
）
○
神

゛‘心

原
道
子
▽
住
民
課
％
４
９
ｍ
注
ｔ
ｊ

○
松
嶋
徳
子
▽
総
務
課
主
任
（
同
技

師
）
○
天
頂
仁
美
▽
保
健
課
主
任
（
同

保
健
婦
）
○
臼
井
優
子
▽
教
務
課
主

任
（
同
主
事
）
○
玉
田
義
晴
▽
建
設

渫
主
任
（
同
主
事
）
○
池
田
　
茂

▽
福
祉
課
主
任
（
同
栄
養
士
）
○
人

見
英
子
▽
社
全
教
育
課
歴
史
民
俗
資

料
館
主
任
（
同
主
事
）
○
君
島
利
行

▽
住
民
課
主
任
（
同
主
事
）
○
東
川

延
夫
▽
社
会
教
育
課
歴
史
民
俗
資
料

館
主
任
（
同
主
事
）
○
中
野
正
人

▽
住
民
課
主
任
（
同
主
事
）
○
田
中

政
子
▽
藤
井
小
学
校
主
任
（
同
士
事
）

○
谷
原
Ｔ
代
子
▽
住
民
課
主
任
（
同

士
浙
）
○
武
藤
　
仁
▽
税
務
課
主
任

　
（
同
主
事
）
○
川
又
孝
司
▽
住
民
諜

主
任
（
同
主
事
）
○
宮
武
由
岐
子

▽
保
健
課
主
任
（
同
主
事
）
○
平
石

二
美
大
▽
総
務
課
主
任
（
同
士
淑
）

○
増
山
士
郎
▽
都
市
計
画
課
主
任
＝

栃
本
県
県
央
地
域
関
発
事
業
団
派
遣

　
（
同
主
事
＝
同
派
遣
）
○
野
津
　
栄

▽
住
民
涅
歯
犬
飼
出
張
所
主
任
（
同

主
事
）
○
大
関
昭
子
▽
祉
公
教
育
涅

図
書
館
主
任
（
同
司
書
）
○
下
津
淳

子▽
福
祉
課
主
事
（
住
民
課
稲
葉
出
張

所
生
半
袖
）
○
鯉
沼
み
ゆ
き
▽
羽
生

田
小
学
校
主
事
（
同
主
事
袖
）
○
熊

倉
好
子
▽
税
務
課
主
事
（
同
主
事
袖
）
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○
坂
本
弘
子
▽
福
祉
課
生
肝
（
同
主

事
袖
）
○
坂
本
由
美
▽
税
務
課
主
事

　
（
同
圭
事
補
）
○
増
田
利
幸
▽
総
務

課
主
事
（
同
主
事
補
）
○
伊
渾
恵
美

▽
社
会
体
育
課
主
事
（
同
主
訴
補
）

回
心
崎
賢
治
▽
建
設
課
主
事
（
同
主

事
袖
）
○
菊
地
政
一
▽
税
務
詠
主
事

　
（
同
主
事
補
）
○
青
木
睦
子
▽
住
民

深
山
犬
飼
出
張
所
主
事
（
同
主
事
柚
）

○
瓦
井
愛
子
▽
水
導
課
主
事
（
同
主

事
袖
）
○
大
橋
由
孝
▽
下
水
近
詠
主

事
（
同
主
事
袖
）
○
手
塚
和
弘
▽
総

バ

務
深
主
事
（
同
主
事
袖
）
○
高
鳴
明

美
▽
保
鮮
深
生
事
（
同
主
事
補
）
Ｏ

藤
栄
弓
子
▽
社
会
体
育
課
主
事
（
同

主
事
補
）
○
人
見
恭
司

▽
縁
設
深
遠
松
子
（
同
技
手
）
渡
辺

公
夫
▽
壬
生
小
学
校
給
貴
姉
（
第
一

隻
目
所
給
食
婦
）
柴
　
珠
枝
▽
安
塚

小
学
校
給
食
婦
（
第
二
保
育
所
給
食

姉
）
山
越
克
子
▽
羽
生
田
小
学
校
給

食
姉
（
第
五
保
育
所
給
食
婦
）
田
辺

敏
江
▽
第
一
保
育
所
給
食
姉
（
千
生

小
学
校
給
食
姉
）
山
本
公
恵
▽
第
二

保
育
所
給
食
婦
（
安
塚
小
学
校
給
食

婦
）
生
尾
ヒ
ヲ
ド
▽
第
五
保
育
所
給

食
婦
（
羽
生
田
小
学
校
給
食
婦
）
加

藤
ス
ズ
▽
睦
小
学
校
給
食
婦
（
壬
生

来
小
学
校
給
食
婦
）
田
中
シ
ン
子

▽
壬
生
来
小
学
校
給
食
婦
（
睦
小
学

校
給
食
婦
）
池
尻
克
江
▽
南
犬
飼
中

学
校
給
食
婦
（
睦
小
学
校
給
食
婦
）

加
藤
フ
ジ
エ
▽
睦
小
学
校
給
食
婦
（
南

犬
飼
中
学
校
給
食
婦
）
青
木
マ
サ

ミヘ

　
　
　
　
　
）

　
　
　
Ｉ

○
新
採
用
職
員

▽
税
務
課
主
事
　
太
田
弘
人
▽
住
民

課
土
心
″
補
　
國
井
良
子
▽
住
民
課
主

事
　
欠
食
洋
子
▽
第
二
保
育
所
保
母

高
山
匪
枝
▽
第
二
保
育
所
保
母
　
小

峰
さ
ゆ
り
▽
第
五
保
育
所
保
母
　
河

野
辺
友
美
▽
保
健
課
主
事
　
伊
潭
隆

▽
建
設
課
技
師
　
山
旧
和
美
▽
都
市

計
画
課
主
事
　
佐
々
木
正
裕
▽
都
市

計
画
課
主
事
　
大
垣
　
勲
▽
出
納
室

主
事
　
孫
田
江
美
▽
建
設
課
運
転
手

青
木
祐
司

　
○
退
職
者

　
　
　
早
成
３
年
３
月
3
1
日
付
）

▽
祉
公
教
育
課
長
　
矢
口
英
俊
▽
福

祉
課
長
補
佐
兼
第
二
保
育
所
長
　
山

崎
静
子
▽
建
設
課
主
査
　
大
橋
　
栄

▽
第
二
保
育
所
保
母
　
　
戸
崎
晴
子

▽
第
四
保
育
所
保
母
　
　
新
村
久
代

▽
安
塚
小
学
校
給
食
婦
　
柄
目
ウ
メ

▽
千
生
中
学
校
給
食
婦
　
荒
川
ミ
ヱ

▽
南
犬
飼
中
学
校
給
食
婦
　
刀
川
サ
チ

咲かせよ孝文化の花

　　広げよ渉=1交流の輪
３月10日

作
品
展
へ
も
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た

ｋ

　
公
民
館
ま
つ
り
は
、
公
民
館
事
業

に
よ
り
活
動
し
て
い
る
学
級
・
講
座

及
び
自
主
講
座
を
公
民
館
で
活
動
し

て
い
る
各
種
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん

が
、
一
年
間
培
っ
て
こ
ら
れ
た
成
果

を
発
表
す
る
場
と
し
て
催
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
人
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
カ
ラ

オ
ケ
歌
謡
大
会
を
は
じ
め
、
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
や
童
謡
を
歌
う
集
い
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
３
Ｂ
体
操
、
民
舞
、

少
年
少
女
合
唱
団
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

な
ど
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
ホ
ー
ル
の
作
品
展
で
は
、
各
学

級
・
講
座
生
の
習
作
展
や
埴
輪
の
展

示
、
花
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て

お
茶
席
、
栃
木
県
美
術
協
会
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
小
作
品
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
軽
の
子
供
た
ち
の
手
踊
り

　
「
津
軽
の
舞
」
を
上
演

「
津
軽
の
舞
」

目
　
時
　
５
月
１
２
言
言

　
　
　
　
（
開
場
）
午
後
１
時

　
　
　
　
（
開
演
）
午
後
１
時
３
０
分

会
　
場
　
壬
生
中
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

出
　
演
　
石
川
流
津
軽
手
踊
り
保
存

　
　
　
　
全

人
垢
料
　
珊
円
（
全
店
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト
壬
生
中
央
公
民
館

取
扱
所
　
稲
葉
ヽ
南
犬
飼
・
肉
出
張
所

津
軽
の
子
供
た
ち
の

　
瑞
々
し
い
津
軽
手
踊
り
の
世
界



ぺ之

､乙

－、

い広鴻
清
さ
ん
は
、
今
で
も
晩
酌
を
欠
か
し

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
翌
朝
６
時
に
起

き
る
と
、
ま
ず
冷
水
を
｝
杯
飲
み
、

駅
束
ま
で
ぐ
る
っ
と
４
５
分
ぐ
ら
い
散

あ
母
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

　
い
つ
も
朗
ら
か
で
「
笑
顔
が
素
敵
ね
」
と

　
言
わ
れ
る
女
性
に
な
っ
て
ね
／
・

一一 ﾝ ﾐ ﾍ

⌒引零細誓芒　緒。
………拓美1里

　
永
　
一

μ
　
　
幸

三
さ
ん

子
さ
ん

（
稲
葉
下
馬
木
）

ち
ゃ
ん
（
１
歳
・
２
女
）

ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
長
女
）

ﾖ鮭
同

春
ス
ケ
ッ
チ
①

　　　　スポーツ七旅行二半冲

　　　　　　　安塚二　斉藤寛乃さん

　施設の職員になって４年目を迎え、現在、せせら

ぎ学園かえで寮司若き指導員として活躍中の斉藤さ

ん√風邪をひいて休んだ時、寮生がお見舞いに来て

くれてとてもうれしかった｡」と瞳を輝かせ､「結婚し

ても、この仕事を続けたい｡」とほほえむ。テニス、

スキー、バレーボールとスポーツは何でもこなすば

か、旅行も大好きというさわやかなお嬢さんです。

チピッ子アjl,nム
　
　
（
父
）
入
　
江

　
　
（
母
）
　
　
μ

春
香
さ
ん
か
Ｓ
の

　
元
気
で
素
直
な

　
裕
　

八
い
」
］
（
稲
葉
下
馬
木
）

一
言
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

有
紀
ち
ゃ
ん
（
４
歳
・
長
女
）

啓
太
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
長
男
）

- 一 一 一 一

・へ



ふれあ
歩
を
し
、
家
に
帰
っ

入
れ
て
飲
む
の
が
日

課　て　/'ノ竿しご

牡

散　を

歩
を
し
て
る
と
足
が
楽
だ
よ
ね
」
と

話
す
元
気
な
お
じ
い
さ
ん
で
す
。

　
妻
の
ヨ
シ
さ
ん
も
朝
７
時
ご
ろ
、

少
し
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
犬
の
運
動

を
兼
ね
て
散
歩
を
す
る
ほ
か
、
家
で

竹
ふ
み
を
毎
日
し
て
い
ま
す
。
昔
は

趣
味
で
大
正
琴
を
習
い
に
宇
都
宮
へ

行
っ
た
り
、
公
民
館
で
カ
ラ
オ
ケ
を

し
た
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
し
て
い

た
が
、
今
は
孫
の
お
と
も
り
の
毎
日

で
、
お
店
（
床
屋
）
が
忙
し
い
時
に

手
伝
う
程
度
だ
そ
う
で
す
。

　
昨
年
金
婚
式
を
迎
え
、
家
族
全
部

と
兄
弟
全
員
で
旅
行
し
て
お
祝
い
を

７人そろつて

　　２段に合格

おもちゃのまち剣道教室

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
半
世
紀
で
、
特
に
戦

争
で
は
二
人
と
も
苫
労
さ
れ
た
と
い

い
ま
す
。
清
さ
ん
は
３
度
の
召
集
を

受
け
、
２
４
０
名
中
1
0
名
が
生
き
残

る
と
い
う
激
戦
を
体
験
。
別
名
、
玉

砕
部
隊
と
し
て
戦
艦
大
和
に
東
っ
て

ラ
バ
ウ
ル
島
の
先
の
ニ
ュ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
に
征
き
ま
し
た
。
ョ
シ
さ
ん
は

夫
の
出
征
の
後
を
守
り
、
長
女
娘
と

二
人
で
東
京
の
向
島
で
床
屋
を
営
ん

で
い
た
昭
和
2
0
年
３
月
1
0
日
、
大
空

襲
で
家
を
焼
か
れ
て
こ
ち
ら
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
が
、
町
内
の
人
た
ち
に

は
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
た
と
当
時

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
2
4
日
、
県
武
道
館
で
行
わ
れ

た
剣
道
の
昇
段
審
査
で
、
お
も
ち
ゃ

の
ま
ち
剣
道
教
室
（
加
藤
洋
館
長
）

の
７
人
の
剣
士
が
、
そ
ろ
っ
て
見
事

二
股
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
平
均
年
齢
Ｅ
｀
歳
で
、
全
員
が
竹
刀

を
握
っ
て
２
年
目
と
い
う
方
ば
か
り

で
す
が
、
自
分
の
子
供
達
の
練
習
を

見
て
い
る
う
ち
に
一
念
奮
起
し
て
休

ま
ず
稽
古
を
続
け
、
昨
年
の
全
員
初

段
合
格
に
続
き
、
今
回
も
そ
ろ
っ
て

合
格
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
現
在
、
三
役
を
目
標
に
こ
こ
ち
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

肌
◎
⑩
言

「
う
ん
て
い
」

羽
生
田
小
学
校
４
年

　
　
　
　
高
山
　
千
明

－
羽
生
田
小
学
校
－

羽
生
田
小
学
校
３
年

　
　
　
鈴
木
　
道
徳

　
「
ヽ
フ
し
」

　
2
0
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん

　
　
　
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
　
１
４
月
か
ら
学
生
の
国
民
年
金
加
入
が
義
務
＝

　
今
年
の
４
月
か
ら
は
、
２
０
腹
以
上
年
金
に
強
制
加
人
乍
る
こ
と
で
、
年

の
学
生
の
み
な
さ
ん
も
国
民
年
金
に
　
金
制
度
を
支
え
る
言
貝
に
な
亘
方
、

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



馬
場
の
お
祭
り
で

　
　
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む

カラオケを楽しむ馬場自治会のみなさん昔の姿を今も残す天棚と村人

　
佐
井
馬
場
不
動
尊
の
お
祭
が
３
月

1
4
日
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
同

境
内
の
公
民
館
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
歌

手
を
呼
ん
で
盛
大
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会

を
催
し
だ
の
で
、
い
つ
も
の
３
倍
の

人
出
が
あ
り
、
歌
の
輪
を
作
っ
て
楽

し
い
一
目
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
不
動
尊
の
氏
豹
役
員
が

何
と
か
お
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
初

め
て
試
み
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
出

発
点
に
し
て
、
白
分
た
ち
の
力
で
村

を
盛
り
上
げ
て
村
づ
く
り
を
し
て
い

き
、
後
継
者
づ
く
り
や
婦
人
層
の
組

織
化
、
祭
の
日
曜
実
施
な
ど
を
ま
ず

手
が
け
て
い
き
た
い
と
意
欲
的
で
す
。

　助谷の天祭

　　15年ぶりに天棚復活

　助谷で３月10日天祭が行われ、江戸時

代末期に鹿沼で作られた天棚が15年ぶり

に宝光院境内で組立てられました。

｀・、、．＿．

　　-、ｇ

カ
ル
タ
と
り
に
1
5
0
名
集
う

　
町
教
育
委
員
会
及
び
町
子
供
育
成

金
連
絡
協
議
会
（
橋
本
木
三
郎
会
穏

主
催
の
第
３
回
壬
生
町
カ
ル
タ
と
り

１
、
低
学
年
（
１
～
２
年
生
）
の
部

○
優
勝
　
野
口
　
尚
子
宝
小
２
年
）

☆
予
選
・
決
勝
戦
を
通
し
て
最
高
得

　
点
者
　
毛
塚
　
哲
生
（
藤
小
１
年
）

２
、
中
学
年
（
３
～
４
年
生
）
の
部

○
優
勝
　
金
村
　
正
浩
子
東
３
年
）

☆
最
高
得
点
者

　
　
　
　
斉
藤
　
荘
子
宝
小
４
年
）

３
、
高
学
年
（
５
～
６
年
生
）
の
部

○
優
勝
　
木
村
　
光
一
宇
小
６
年
）

☆
最
高
得
点
者

　
　
　
　
萌
黄
み
ど
九
千
小
６
年
）

　
　
　
　
本
村
　
光
一
（
　
μ
　
）

大
会
が
壬
生
中
火
公
民
館
で
３
月
３
　
　
４
、
学
校
封
抗
戦
（
団
休
戦
）

日
、
町
内
小
学
生
約
１
５
０
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
成
　
績

たばこ販売組合が

　　ゴミ入れを寄付

　壬生町たばこ販売組合（碓氷七三郎会

長）では、たばこ類などのゴミを含めた

環境美化の一助にと３月15日、碓氷会長

ほか役員が町長室を訪れ屋外用肩入れ10

個を町へ寄付されました。

優
勝
　
壬
生
東
小
チ
ー
ム
（
４
人
）

　
村
上
　
貴
洋
、
金
村
　
正
浩

（

小
曽
根
綾
子
、
金
村
裕
美
子

）

　　-･l､.＼

（

、

⑤⑤　
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
田
良
次
郎

神
よ
り
も
パ
ン
は
強
し
の
漫
画
あ
り

飢
え
た
る
捕
虜
は
何
奪
い
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

古
の
す
が
た
そ
の
ま
ま
埴
輪
た
ち

平
成
を
見
つ
め
展
示
さ
れ
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
　
香

去
年
よ
り
も
一
本
多
く
芽
を
出
せ
し

片
栗
に
花
の
咲
く
を
待
ち
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

す
ぐ
解
け
し
牲
丹
雪
な
り
畑
土
を

ぬ
ら
し
て
麦
の
青
を
深
め
ぬ

俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

店
先
の
鮮
魚
に
か
か
る
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

わ
が
胸
の
し
ぼ
み
し
ま
ま
よ
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

マ
ス
ク
せ
し
友
に
気
づ
か
ず
駅
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

彼
岸
寺
お
も
ひ
も
か
け
ぬ
人
に
逢
う

Ｊグヘ心 _ 、
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こんにちは　　……

　　アンドルーです

　　　新しい英語指導助手が来町

　
４
月
か
ら
サ
イ
モ
ン
・
オ

フ
リ
ィ
さ
ん
に
代
り
、
新
し

い
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）

と
し
て
、
同
じ
英
国
か
ら
ア

ン
ド
ル
ー
こ
ミ
ル
バ
ー
ン
ス

ト
ー
ン
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま

し
た
。

□二言
アンドルー･ミルバーンストーン

1965年３月２日（26歳）

イギリス・ロンドン市

ロンドン大学

柔道・スカッシュ

刺身

つけ物

気候はロンドンと同じですが、

静かな所ですね

名　　　前

生年月日

出　身　地

出　身　校

趣味・特技

好きな和食

苦手な和食

ド諸兄

昌学訪ﾊﾟﾂ非常に礼儀正しくて良い

町長室を訪れたフフルドルーさん

と
お
友
だ
ち
に

嘉
陽
が
丘
で
「
星
を
見
る
つ
ど
い
」
行
う

　
嘉
陽
が
に
ふ
れ
あ
い
広
場
に
天
体

観
測
ド
ー
ム
が
完
成
し
、
３
月
９
～

1
0
口
宿
泊
研
修
施
設
に
四
一
名
の
児
童

ら
が
一
泊
二
日
の
泊
ま
り
が
け
で
参

加
し
て
「
星
を
見
る
つ
ど
い
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
有
価
中
の
奈
良
部
英
男

先
生
（
田
谷
外
道
在
住
）
に
お
願
い

し
、
学
習
と
実
践
を
通
し
て
夜
空
の

星
だ
ち
と
お
友
だ
ち
に
な
り
、
大
変

有
意
義
な
２
日
間
で
し
た
。

町
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

　
み
ど
り
の
会
が
優
勝

　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の
第

２
回
壬
生
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
親
善
大

会
が
３
月
９
日
、
町
総
合
運
動
場
補

助
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
町
内
か
ら

４
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
成
仏
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｏ
成
　
仏

優
　
勝
　
　
み
ど
り
の
会
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
ド
検
町
チ
ー
ム

三
　
位
　
　
福
和
田
チ
ー
ム

四
　
位
　
　
上
田
舎
間
地
チ
ー
ム

　
な
お
、
み
ど
り
の
会
チ
ー
ム
は
妬

４
３
回
ド
都
賀
郡
民
体
育
祭
の
出
場
チ

ー
ム
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
下
横
町
、

福
和
田
、
上
田
金
同
地
チ
ー
ム
は
栃

木
支
部
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

天体望遠鏡を見る子供たち
。
―
Ｉ
加
一
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地
価
公
示
価
格
が

１
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　４
４み報広

土
地
取
引
の
基
準
で
す

　
平
成
３
年
の
地
価
公
示
価
格
か
国

か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
地
価
公
示
法
に
基

づ
い
て
「
正
常
な
土
地
の
価
格
」
を

公
表
す
る
も
の
で
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
調
査
し
た
も
の
を
、
３
月
２
６

日
に
公
示
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
次
の
ダ
か
所
が
公
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
閲

覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
企
画
財
政

課
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
標
辛
抱
の
単
位
面
積
け
、

一
平
方
言
当
た
り
の
価
格
で
す
。

　
市
街
化
区
域

　
住
居
地
域

○
中
央
町
３
２
７
番
３
（
中
火
町
２

ｊ
１
５
）

７
万
４
千
９
０
０
円

○
い
ず
み
町
６
１
９
番
４
５
（
い
ず
み

　
町
８
ｊ
１
９
）
８
万
４
ｆ
ｌ
ｏ
Ｏ
円

　
第
一
種
住
居
専
用
地
域

○
大
師
町
８
２
９
番
３
外
　
（
大
師

　
町
1
5
－
囲
６
万
１
干
９
ｏ
ｏ
円

　
　
　
　
　
　
９
万
７
Ｆ
２
０
０
円

○
安
塚
字
西
南
原
８
７
７
番
４

　
　
　
　
　
　
６
万
１
千
９
０
０
円

　
近
隣
商
業
地
域

○
中
央
町
１
り
Ｊ
り
乙
″
り
番
（
中
央
町
５

　
－
懸
　
　
９
万
８
Ｆ
ｏ
ｏ
ｏ
円

　
市
街
化
調
整
区
域

○
藤
井
宇
宿
坪
Ｉ
り
乙
？
）
？
）
番
２

　
　
　
　
　
　
１
万
９
1
1
‐
３
０
０
円

○
七
三
石
字
柴
田
内
７
９
０
番

　
　
　
　
　
　
　
　
９
1
1
‐
４
０
０
円

白
茅
町
二
月
目
ら
Ｊ
４
０
り
乙
番
5
1
（
宰
　
　
○
安
塚
宇
西
原
２
り
Ｊ
８
（
Ｊ
番
Ｈ
外

町
〒
目
２
０
－
1
0
）

万
６
Ｆ
３
０
０
円

泰、．．

　心

栄光に腐件が胆釧出

　~’．

　頷

次

の

４
物
件
が
１
月
１
日
付
け
で

定
有
形
文
化
財
と
な
り

大
師
堂
』

　
　
所
在
地
　
大
師
町
１
１
－
1
7

　
　
所
有
者
　
壬
生
寺

☆
雄
琴
神
社
『
本
殿
・
拝
殿
・
随
神

　
門
』

　
　
所
有
地
　
通
町
1
8
－
５
８

　
　
所
有
者
　
雄
琴
神
社

☆
石
崎
家
『
土
屋
・
長
屋
門
・
土
蔵
』

　
　
所
在
地
　
通
町
８
－
1
5

　
　
所
有
者
　
石
崎
　
達
氏

☆
松
本
家
『
宮
殿
（
大
神
宮
）
』

　
　
所
在
地
　
中
央
町
６
－
３
７

　
　
所
行
暫
　
ヅ
ヤ
　
幸
二
戻

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

金
１
万
円
　
　
　
　
池
田
　
キ
イ
様

全
３
1
1
‐
４
８
０
円

　
　
　
　
上
田
自
治
会
（
西
班
）
様

金
４
1
1
‐
３
７
７
円
　
　
　
（
計
８
回
）

　
　
　
　
　
　
　
接
近
　
寅
人
様

金
３
万
円
　
　
　
　
　
　
（
計
４
回
）

　
　
　
東
日
本
社
会
福
祉
協
力
今
様

金
８
万
５
１
１
円
　
　
　
『
計
２
回

中
央
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
今
様

金
２
ト
４
７
５
円

　
　
　
　
』
　
小
僧
却
し
壬
牛
店
様

　　ゝ

. ･ a

忿
‐
ｊ
ａ
ｊ
Ｕ

ｉ

｀ へ

ヽ ／ -

．

㎜ ■ ㎜ ■

レ

1 』

5

t

一 一 一 一 一 一

千
生
寺
『
大
師
堂
』

　
貞
享
３
年
二
六
八
七
）
目
先
山

輪
王
が
の
願
い
に
よ
り
、
壬
生
城
主

三
浦
正
次
が
建
立
し
ま
し
た
。

　
建
物
に
は
彫
刻
類
の
飾
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
全
体
的
に
格
調
の
高
い

建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江

戸
時
代
中
期
に
建
造
さ
れ
た
町
内
に

残
る
唯
一
の
建
造
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
－
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｌ

Ｔ
副
剔

’
納
税
等

　●

ダー大‾へ

固
定
資
産
税
（
１
期
）

都
市
計
画
税

●
国
民
年
金
。
（
２
期
）
　

1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
（
納
期
限
５
月
3
1
日
）

平
成
３
年
度
特
別
土
地
保
有
税

（
保
有
分
）
申
告
納
付
期
限
５
月
3
1
日

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
一

　まちのうごき

　　　　　４月１日現在

総人口39,621人(△32)

19,616人（　21）

20,005人（△53）

11,555世帯（△39）

　（　）内は前月比

男

女

｜

｜

！

｜

一
Ｌ
－
』
‘

’
１

．‾‾｀へ
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